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会社概要

社名 株式会社セイコーウェーブ
設立 2010年4月16日
資本金  2,200万円
代表者 新村稔（代表取締役社長）
東京本社:         〒190-0011

東京都立川市高松町1-24-11
ブロードマンション205号室
TEL: 042-595-7041, FAX: 042-595-7043

 ホームページ： https://seikowave.jp

事業内容:        ①3Dスキャナーの開発と販売、計測受託
②損傷解析ソフトウェアの開発と販売
③供用適性評価規格準拠ソフトの販売
(API-579, WES2820)

製品・サービス:  （2023年10月現在）
    ・3Dスキャナー：

       ①3DSL-ScanProHDの販売
 ～近接目視検査用３Dスキャナーシステム

    ～損傷解析ソフトウェア込み
  ②ドローン搭載用３Dスキャナー（開発中）

・計測受託サービス： 
  ①プラント設備の腐食減肉計測・解析・報告書

  ②橋梁等鋼構造物や、コンクリート表面の
計測・解析・報告書

          ③マイクロスキャナーによる計測受託
 ～溶接線の品質管理・経年劣化観察等
 

・ソフトウェア販売：
  ①損傷解析用”POLYGONALmeister®”
  ②供用適性評価用”uni-Fitness®”

製品主要用途:  ①圧力設備の腐食減肉解析、供用適性評価
②橋梁等腐食計測・解析・評価
③塗装・塗膜変状計測・解析
④コンクリート構造物の表面計測・解析

新規ビジネス：  ①当社特許技術に基づく、稼働中プラントにおける
  ドローンを利用した計測受託（準備中）

  ②上記システムの販売（準備中）

参加学会/協会:  ・日本溶接協会、日本高圧力技術協会
・日本非破壊検査協会、腐食防食学会
・土木学会、精密工学会
・米国API, ASME

主宰/主幹事フォーラム:
・3DFFS技術フォーラム
・光３次元計測研究委員会（日本非破壊検査協会）

取引銀行：           みずほ銀行、多摩信用金庫
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支承部点検 橋梁点検

圧力容器点検

配管の凹み解析

3DSL-ScanProHD

パイプライン点検



新技術紹介

    防爆対応ドローンシステムの特徴

・特許番号 特許第７３０３９５９

・爆発しない

バッテリーを内蔵せず、地上から有線で給電する。

※可燃性ガス濃度が爆発下限界の２５％以下の場合にのみ

電源供給可能な、ガス検知器連動「インターロック」型

電源装置から有線で給電。制御や映像伝送も有線を利用。

・墜落しない・迷子にならない

上部からバルーンや親綱でつるす。

※ドローン航行中にガス検知器が作動し給電が停止した

場合でもドローンが地上に落下しないように、上部から

バルーンや高所に張った親綱・子綱で落下制止。

・長時間運航が可能

地上から有線給電するため、長時間運航が可能。

    運用手順

（１）屋内の場合

①送風機で作業エリアの強制換気を行う。

②高所に親綱を張り、ドローンまで子綱を連結。

③ガス漏洩可能性のある個所にガス検知器設置。

④ガス検知器が作動しない場合、電力装置を起動。

⑤ドローンを起動し、点検ポイントまで飛行。

⑥ドローン搭載センサーで点検実施。

⑦点検終了後速やかにドローンを回収し電源遮断。

（２）屋外の場合

①ガス漏洩可能性のある個所にガス検知器設置。

②バルーンに複数の索条を取付け、Heを充填する。

③ドローンに索条を連結し、他の索条を固定する。

④ガス検知器が作動しない場合、電力装置を起動。

⑤ドローンを起動し、点検ポイントまで飛行。

⑥ドローン搭載センサーで点検実施。

⑦点検終了後速やかにドローンを回収し電源遮断。

※留意点

・落下静止用子綱や索条の長さは親綱高さやバルーン

高さを考慮し決めること。

    点検対象例

・貯槽浮き屋根、側板、ウィンドガーダー、階段

・蒸留塔外観、フレアタワー・煙突外観

・他、地上から観察が困難なプラント設備の外観
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